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　本展では、約４０点のいわさきちひろの

絵とともにマリー・ローランサンの油彩

画１３点と版画や挿絵本をご紹介します。

新収蔵作品「ブリジット・スールデルの

肖像」（図１）も初公開いたします。

　ローランサンが描く女性像は、日本人

の感性に響き、広く愛されています。ロ

ーランサン没後、ドイツでの回顧展を除

き、本国フランスでも、しばらくの間、

大きな展覧会は開かれませんでした。と

ころが、日本では１９６９、７１年にその画業

を紹介する展覧会が開かれています。

ちひろ―ローランサンの絵との出会い

　１９６９年の展覧会には、ちひろも足を運

んでいます。翌年、ローランサンの絵に

寄せて、次の文章を書いています。

「ももいろをいつごろから好きだったか

おぼえていない。私のもっていたクレヨ

ンは、みんなももいろが一ばんちいさく

なっていた。ももいろの次は藤いろ、そ

して淡いみずいろ。少女雑誌の口絵かな

んかで、はじめてローランサンの絵を見

たときは、本当におどろいた。どうして

この人は私の好きな色ばかりでこんなに

やさしい絵を描くのだろうかと。」

　ちひろがローランサンの絵を初めて知

ったのは、女学生の頃でした。１９３３（昭

和８）年、１４歳のときに、ちひろは岡田

三郎助に師事し油絵の勉強を始め、１９３６

（昭和１１）年には、朱葉会女子洋画展に

入選を果たします。この同じ年に、日本

でローランサンの詩画集＊１が刊行されて

います。画家を夢見ていたちひろは、恐

らくこの本を手に取り、女性画家として

活躍するローランサンに強い憧れを抱い

たことでしょう。軍靴の足音が響く時勢

のなかで、ローランサンの描く夢のよう

な絵はちひろにとって深い慰めでした。

　ちひろは、両親の反対を受け、一度は

画家になる夢を断念します。しかし、疎

開先の長野県で敗戦を迎え、自分自身の

生き方を問い直すなか、再び絵画への情

熱と画家への夢が焔のごとく沸き上がり

ます。そのとき、ちひろの胸に去来した

のは、モネやルオー、ボナールといった

画家の絵とともに、戦災で消失した東京

の自宅に掛けてあった複製画、飽かず眺

めていたローランサンの絵でした。＊２

ちひろの色彩

　戦後、子ども向けの絵雑誌や絵本に活

躍の場を見出したちひろは、子どもたち

を描くことを通して自らの表現を模索し

ていきます。時として、ちひろの絵は画

家仲間から甘いと批判されることもあり

ました。ちひろ自身、もっと「ドロ臭さ」が

なければリアルな表現は得られないので

はないのかと悩んだ時期もありました。

　探究を重ねた末、迷いを捨て、「私に

は、どんなにどろだらけの子どもでも、

ボロをまとっている子どもでも、夢をも

った美しい子どもに、みえてしまうので

す。」と語り、本当に自分が描きたい絵に

取り組み始めます。次第にちひろの絵に

は、透明な色彩が解き放たれていきまし

た（図２・３）。「ももいろや藤いろや淡い

みずいろ」だけではなく、暗褐色まで使

い、水彩のにじみやぼかしを生かして、

情感を細やかに表現しています（図４）。

ローランサンの色彩

　一方、ちひろが愛したローランサンの

絵の、その柔らかな色彩はどのように生

まれたのでしょうか。

　マリー・ローランサンは、リセ＊３を卒

業した１９０４年、２１歳のとき、パリの画塾

で絵を学びます。そこで出会ったジョル

ジュ・ブラックを通して、フォーヴィス

ム＊４やキュビスム＊５など新興の芸術運動

を知ります。そして、前衛芸術家が集う

モンマルトルのアトリエ兼住居、「洗濯

船」にも通うようになります。恋人とな

る詩人のギヨーム・アポリネールをロー

ランサンに紹介したのは、洗濯船の住人

パブロ・ピカソ（図５）でした。

　１９１０年代のローランサンの作品は、灰

白色を基調とした抑えた色調のなかで、

淡いピンクや青が使われています。「ピ

アニスト」（図６）では、何本もの線で分

断されたドレスの多面的な描き方にキュ

ビスムの影響が見られます。けれど、そ

れは柔らかな色彩と抒情的なイメージに

より、独自のスタイルに消化されていま

す。この絵には、母と二人で暮らすアパ

ルトマンでピアノを弾いていた画家の少

女時代が重ね合わされているのでしょう。

　ローランサンは、互いの芸術に大きな

影響を与えたアポリネールと別れ、１９１４

年にパリに遊学していたドイツ人の男爵

と結婚します。新婚旅行中に第一次世界

大戦が勃発し、フランスの敵国人となっ

た二人は、中立国スペインへ亡命しま

す。本格的に画家として活動を始めた矢

先、生まれ育ったパリを離れ、７年にも

及ぶ亡命生活を余儀なくされます。夫は

次第にアルコール依存症に蝕まれ、ロー

ランサンは深い孤独に陥ります。この時

期、ローランサンは自画像を多く描きま

した。それらは沈んだ色調に転じ、顔に

は影が差し、暗鬱な内面を映し出してい

ます。また、格子状の模様が画面に配さ

れていることも多く、囚われの身にある

画家自身を暗示しています（図７）。

　１９２１年、ローランサンは破綻した結婚

生活に区切りをつけ、亡命先から単身で

パリに戻ります。旧友に迎えられ、再び

意欲的に制作に取り組みました。彼女が

描く官能を湛えた女性や夢見るような少

女は、たちまち評判となり、一躍人気画

家となります。同時代のあらゆる流派か

ら離れ、薄絹で覆われたような淡い色調

の肖像を描くことで、ローランサンは独

自の境地を切り開いたのです（図１）。

　１９２９年に世界大恐慌が起こり、続いて

戦争への不安が広がっていくなか、世相

とは反対に、ローランサンの絵はいっそ

う明るい色で彩られ、画家のスタイルは

確立されます。人物の輪郭はより柔らか

になり、これまで避けてきた赤や黄色も

使うようになりました。晩年に至り、構

図は簡略化され、色彩はさらに華やかさ

を増します。繰り返し甘美な女性像を描

く彼女に対して、冷淡な評価がされるこ

ともありました。しかし、ローランサン

の色彩への探究に鋭い洞察を向けていた

人もいました。１９５１年、色彩の画家とし

て名声を得ていたアンリ・マティスは、

パリの大画商に「マリー・ローランサン、

彼女は貴婦人ですよ！」と敬意を込めて

語ったと伝えられています。＊６

二人の画家のなかにいる少女

　ちひろが描いた少女と、ローランサン

が描いた女性たち、そこに響きあい、私

たちを惹きつけるものは何でしょうか。

　ちひろは絵本『あかちゃんのくるひ』

で、生まれたばかりの弟を家に迎える日

の少女の心を、短い言葉と水彩画で表現

しました（図８・９）。そこには、三人姉

妹の長女として育った幼い日のちひろが

重ね合わされています。あらゆる迷いや

 衒 いを捨て去った後、ちひろは独自の水
てら

彩技法で「可愛いものがほんとうに好き」

という気持ちを臆せずに表現しています。

　ローランサンは、２０世紀前半の芸術潮

流の渦中を生きた画家です。時にそれら

の影響を受けながら、一貫して女性を描

き続けました。「男性の天才が私を威圧

するとしても、私は女性的なもの一切に

対しては、完全にくつろいだ気持ちでい

られるのです。」＊７と語る通り、その絵

には画家の生来の気質、少女のような心

が表れています。晩年に到達した鮮やか

な色彩で捉えたのは、少女時代に夢見た

寵姫たちの世界でした（図１０）。（原島恵）

●展示室1・2・3

●2009年7月15日（水）～9月6日（日）

ちひろとローランサン

＊１堀口大學編『マリイ・ロオランサン詩畫集』昭森社　１９３６年
＊２戦後間もない頃にちひろが書いた日記「草穂」のなかに記述されている。
＊３日本の中学校・高校にあたる。
＊４野獣派。２０世紀初頭に生まれた絵画運動。原色の色彩と奔放な筆触が特徴。

協力：マリー・ローランサン美術館

＊５立体派。１９０７年頃に生まれた芸術運動。従来の遠近法を否定し、対象の形を単純化した後、細かい面に分割して
描く手法を創り出した。
＊６ダニエル・マルシェッソー著　阿部良雄訳『マリー・ローランサン』求龍堂　１９８０年
＊７マリー・ローランサン著　大島辰雄訳『夜の手帖』六興出版　１９７７年
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●展示室1・3いわさきちひろ

図８　くまのぬいぐるみに手をのばす少女『あかちゃんのくるひ』至光社　１９６９年

図５　パブロ・ピカソ　１９０８年

図１　ブリジット・スールデルの肖像　１９２３年

図２　黄色い背景のなかにすわる少女　１９６９年

図９　『あかちゃんのくるひ』表紙　至光社　１９６９年

ルイ１４世の寵愛を受けたルイーズ・ド・ラヴァリエー

ル（右）とモンテスパン侯爵夫人（左）が主題。侍女

であったラヴァリエールは慎ましい女性として、モン

テスパンは冷酷な女性として知られています。

図６　ピアニスト　１９１２年

図１０　モンテスパンとラヴァリエール　１９５２年頃

図４　バラ飾りの帽子の少女　１９７１年

図３　海を見つめる少女　１９７３年

図７　犬をつれた若い女　１９２１年

この絵は、ローランサンがパリへ戻る直前

に描かれています。

●展示室1・2マリー・ローランサン

「本当にローランサンらしい作品です。若い頃から

ローランに夢中だった私にとって、初めて見る珍し

い絵です。ちひろさんにも見せてあげたかった。」

ちひろ美術館・東京館長　黒柳徹子

「なにか　あげたいな

　おとこのこ　だから

　おにんぎょうじゃなくて

　ええと　ええと」

　　　『あかちゃんのくるひ』より

違ＡＤＡＧＰ，Ｐａｒｉｓ＆ＳＰＤＡ，Ｔｏｋｙｏ，２００９
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活動報告

○叱られた記憶がほとんどなかった

竹迫：ちひろさんのひとり息子である、

松本猛さんにまず伺いたいのは、『僕は一

度も叱られたことがない。』とおっしゃっ

ていること。母親の立場から言うと、叱

らずに子どもを育てるというのはけっし

て簡単なことではないと思うのですが。

猛：怒鳴られたこともないし、叩かれた

こともない。これは間違いないですね。

でも、叱られなかったかというと、どう

なのかな。たとえば、僕は動物が好きだ

ったので、ガマガエルを抱いてアトリエ

に入ってきたりするわけです。そうする

と母親が、「猛ちゃん。きっとこのカエル

は、おうちのなかにいるよりも、お外に

いたほうが幸せなんじゃない？」とか言

うんですよ。叱るのではなくてそういう

感じで説得されていたような気がします。

○母が与えてくれた愛情が原点だった

竹迫：そんな猛さんも、思春期にはお母

さんとあまり口をきかない時期があっ

て、高校生になると、中学時代の家庭教

師の先生がまた来るようになったとか。

猛：ええ。僕はその頃、たばこを吸った

りお酒を飲んだり、いろいろ悪いことを

していたんですね。その家庭教師の先生

は、遊ぶのが大好きな人で、ふたりでい

ろんな話をして、勉強なんて最後のほう

でチョコチョコッとやるだけでした。母

が亡くなった後、その先生が美術館に訪

ねてきたことがあって、「オレはお前の

おふくろさんのスパイだったんだよ」と

言われて。僕がその先生を気に入ってい

るのを母は知っていたので、「あの子が

危なくなったときには教えてください、

まだ大丈夫だと思ったらそのまま話を聞

いていてください」と言って、彼は定期的

に母に僕の悪行を報告していたわけです。

竹迫：ちひろさんからは何も言われなか

ったのですか。

猛：１回だけ言われたことがあります。

「子どもだけはつくらないほうがいいわ

よ」って。「お父さんになるということが

どれだけ大変なことなのか、認識しなさ

いよ」と。あれはさすがに効いたな。

竹迫：完全な放任ではなく、見守りなが

ら大事なところをつかんで、子どもの成

長に手を出さない、口を出さないという

のは、簡単なことではないと思います。

猛：多分、ものすごく愛情を受けて僕は

育ったんですね。子どものときもそう思

っていたし、『戦火のなかの子どもたち』

を一緒につくっていた大学生のときも、

一人の人間として対等に見てくれたよう

な気がしました。そういう人間の関係と

いうものがあったから、母が死んだとき

に僕は美術館をつくろうと思ったのだと

思います。そのエネルギーや思いの強さ

は、やっぱり母が与えてくれた愛情が原

点だったのかなというふうに思いますね。

５月２３日（土）『ちひろの昭和』出版記念トーク「息子が語る思い出の日々」

６月６日（土）　出前うたごえ喫茶　「ちひろの昭和」を歌う　清水正美コンサートと歌声ｉｎちひろ美術館・東京

　昭和３０～４０年代に人気を博した「歌声

喫茶」。展示にあわせ、東京館では初の出

前公演（コンサートと合唱の二部構成）を

開催しました。ちひろが好きだったロシ

ア民謡や「さとうきび畑」（寺島尚彦作詞

作曲）、懐かしい「かなりや」（西条八十

作詞・成田為三作曲）、「一本の鉛筆」（松

山善三作詞、佐藤勝作曲）など全２３曲が、

ちひろの人生にまつわるエピソードや平

和への願い、展示作品のテーマなどとと

もに紹介されました。「ドレミの歌」で

は、体を動かしたり両隣の人と手をつな

いだりする簡単な振り付け指導があり、

初対面同士もうちとけた雰囲気に。「詩、

絵、歌、それぞれに共通する心の暖かさ

を感じました」「久々に全身で声を出し、

体中が熱くなりました」とのうれしい感

想も。６５名の笑顔と歌声が会場いっぱい

に広がる夕べとなりました。（中平洋子）

　昨年１１月に出版された『いのちのバト

ン』。出版を記念して、トークとサイン

会を開催、１１５名の参加者を迎え、なごや

かで活気ある会になりました。日野原先

生は東京館へは初めて来館、講演前には

熱心にメモをとりながら「ちひろの昭和」

展をご覧になっていました。

　講演内容の一部をご紹介します。

○ちひろとの出会い

「私は１９１１年生まれ。ちひろさんはその７

年後に生まれていますから、ひょっとし

たら、どこかで出会って仲良しになって

いたかもしれません。安曇野の美術館で

絵を見たとき、インスピレーションを感

じ、頭のなかに詩が自然にわきおこるよ

うに思いました。デュエットをしている

ような気持ちで、１４、５枚のちひろさん

の絵をカバンに入れて講演旅行の帰りの

新幹線で、即興的に詩を書き下ろしまし

た。ごく自然にこの詩が生まれたという

ことが、私も非常にうれしいのです。」

○ちひろの絵

　「ちひろさんの絵は動いている。リズ

ムとテンポとハーモニーという音楽の３

要素がさっと描いた絵のなかにあって、

表情を持っている。それが感性に訴えて

きて、詩心をうみだすという不思議な力

を持っています。ちひろさんの描く目

は、あまりいろいろな格好の目はなく、

同じような四角な目。それなのに、足先

の表情や、ひざの表情などのポーズで大

きく感じが変わってきます。何回見ても

あきないあの目こそ、彼女の一番のエッ

センスではないか、と思います。」

○平和の願いを子どもたちへ

　「私は平和がいかに大切かということ

を戦争体験のない子どもたちに知らせる

活動をしています。ちひろさんの絵を見

たり、それに添えた私の詩の朗読を聴い

たりすることで、そこからわき出る“気”

のようなもの

を私たちは心

で感じとるこ

とができま

す。そうして

得た一体感

が、本当に大

切な命を傷つ

けるなどとん

でもないことだ、という気持ちにさせ

る。上手に若い人に平和の気持ちを伝え

ることができると思います。」

　参加者からは、「ユーモアをまじえて

のお話、とても楽しかった」「寿命は長さ

ではなく重さ、というのが心にしみまし

た」「感性のふれあい、コラボレーション

で大きな喜びがつくられる。ちひろさん

の絵、日野原先生の言葉、もう一度かみ

しめたいと思いました」といった声が寄

せられました。　　　　　　　（阿部惠）

５月２８日『いのちのバトン』出版記念　日野原重明　講演会

松本猛（安曇野ちひろ美術館館長）×竹迫祐子（『ちひろの昭和』編著者・安曇野ちひろ美術館副館長） （構成：川口恵子）

右より：猪俣ゆりさん（ソプラノ）、清水正美さん（ソ

プラノ）、吉田正勝さん（バリトン）、三ツ木摩理さん

（ヴァイオリン）、手前：新井ちひろさん（ピアノ）
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窓 ちひろを思う
松本由理子（ちひろ美術館・東京　副館長）

　ちひろが逝って３５年目の夏が巡ってき

た。あらためて医師団からの病状経過報告

書を読み返し、闘病中のちひろを思う。

　上腹部が重いと訴えて内科外来初診を受

けたのは１９７２年の２月１５日、大きな十二指

腸潰瘍発見、外来治療開始と記されている。

７０年に脳血栓で倒れた実母を引き取り、住

み込みの手伝いの人を複数にして対応して

いたとはいえ、夫と姑、大学受験中の息子

も同居するなかで、自らの絵を発展させな

がら、家族と家計を支えて仕事をし続ける

のは並大抵のことではなかっただろう。

　そんな体調のなか、ちひろは５月のぐる

ーぷ車展に、ベトナム戦争下のこどもを描

いた作品３点を出品する。『戦火のなかの子

どもたち』制作のきっかけとなった作品だ。

　童心社の元編集長稲庭桂子は、「岩崎さ

んはいつもあり余るほど仕事があって、ご

自分から描くということはわりと少なく

て」と語っている。稀有のことだったのだ

ろう。残された自分の時間を考えたのかも

しれない。夏、体調を崩し、入院している。

　１９７２年は、ちひろの人生を振り返ってみ

ても、最も充実した作品を描き出し、今な

お、私たちの心に深い感動を与える言葉を

いくつも紡ぎ出した年だ。

　病状悪化で翌７３年３月下旬再入院し、６

月に退院して、『戦火のなかの子どもたち』

制作に取り組む。最終的に入稿し終わった

のは７月１９日だった。だが、１０月には肝臓

が肥大し癌が発見される。翌７４年３月に

再々入院し８月８日午後１時５０分、帰らぬ

人となる。４月頃、「もし、あたしが、この

まま絵が描けないとしたら」「あたしの絵

は、あれだけっていうことになっちゃうで

しょう。それが残念なの」と言っていたち

ひろ。心臓の止まる直前に、「まだ死ねな

い」と言ったちひろの無念さが、ちひろの

年齢を越した今、悲しみとともに胸に迫る。

美術館

日記

4月26日（日） 

来館者が増えるＧＷに備え、中庭

にもカフェのテーブルと椅子を出

す。連休中は、幸い天候に恵まれ、

さわやかな風がそよぐガーデン・

カフェで、ゆったりとくつろぐお

客様の姿が連日絶えなかった。

4月30日（木） 

道に迷った女性を、近所の小学生

が「ちひろ美術館ならいつも行っ

てるから」と案内して来てくれた。

子どもたちにいつでも気軽に足を

運んでほしい、との願いから「高校

生以下無料」にして早４年。地元

への浸透を実感できてうれしい。

5月15日（金） 

すぐれた絵本をたくさん出版して

きたボーヘム・プレス社（スイス）

の創設者、オタカールさんのコレ

クション１０８点を購入。東欧諸国

を中心とする絵本原画コレクショ

ンがさらに充実することに。急

遽、７月１１日から開催の損保ジャ

パン東郷青児美術館での展覧会

や、編集中の『ちひろＢＯＸ２』に

も組み込むことが決まり、学芸チ

ームはフル稼働。

5月16日（日） 

朝刊を開くと、切り絵画家の滝平

次郎先生の訃報が。ちひろとは「ぐ

るーぷ車」の画家仲間で、「滝さん」

と呼び、最も信頼した画家のひと

り。設立当初は当財団の役員も引

き受けて下さっていた。享年８８歳。

心からご冥福をお祈りします。

5月21日（木） 

文化庁より新型インフルエンザ国

内感染にまつわる注意事項のメー

ルが届く。全スタッフに、出勤後

の手洗いとうがい、体調管理等、

感染予防対策を改めて徹底。マス

クと手指消毒アルコールは近隣の

薬局ですでに在庫薄だ。秋以降の

本格的流行に備え、対策を検討中。

5月30日（土） 

「わらべうたあそび」開催。大人

と子ども合わせて４０名が参加。予

想以上に乳幼児の反応がよい。子

どもの発達をとらえ、やさしく促

しながら、音とことばの感性を育

む、わらべうたの魅力を再発見。

6月15日（月） 

夏本番前にケヤキ等の樹木を剪

定。照り返しが強いカフェテラス

には、ツルハナナスの「緑のカー

テン」を。ぐんぐん蔓を伸ばし、

白と紫の可愛い花をつけ始めた。

ひとこと

ふたこと

みこと

4月11日（土）

初めて来ました。絵に、愛を感じ

ます。がーん、として、じーん、

として、ほわーっとして……。そ

の人が、すでにこの世にはいなく

て、お会いすることができないの

に、愛を感じることができる。芸

術って、すごい力があるのです

ね。また来ます。　　　　　（斎）

5月3日（日）

絵を見て、人それぞれの受けとめ

方は違うと思いますが、皆それぞ

れ、あたたかさをもらい、ふだん

何気なく忘れてしまっているもの

をよみがえらせてくれるのです

ね。この「ひとことふたことみこ

と」の過去のものも読みました。

２５年前の、今日来た人と同じ気持

ちになりました。時を越えても同

じ気持ちにさせるちひろさんの絵

って、とてもすてきだなと思いま

した。　　　　　　　　　（Yas）

5月16日（土）

かわいい子どもの目、あたたかい

母の目。戦争におびえる子どもの

目。さびしがる目。すべての表情

に、心を打たれました。そして、

何だか元気になり、私も母になり

たいと思いました。また来ます。

ありがとうございました。（匿名）

6月2日（火）

いわさきちひろさんの好きな母の

影響で、子どもの頃からちひろさ

んの絵の入った本に囲まれて育ち

ました。この美術館は約３０年前、

父と母がデートをした場所だそう

です。今は札幌に住んでいて、な

かなかこの地を訪れることができ

ない両親ですが、今日のことを二

人に話して、昔の想い出話でも聞

こうかな。　　　　　　　（ミオ）

〈ちひろの昭和展　感想ノート〉 

5月24日（日）

こんなかわいいよう服きてたん

だ！ステキだね。（小４長谷川慧）

5月31日（日）

「昭和」という字を見ること自体、

久しぶりのような気がする。もう

昭和が終わって２０年以上も経つと

は……。昭和から平成へ、そして

２０世紀から２１世紀へ、僕たちはす

ごい歴史の変換期を生きていると

思う。もちろん、ちひろさんの作

品と心も時代を越えて生きている

のでしょう。時代や月日を感じさ

せないところがすごいとも思いま

す。まるで今日描かれたばかりの

ような絵を見ると、それが古いも

ので、半世紀も前のものとは思え

ない。　　　　　　　　　（森島）
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各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。

ちひろ美術館のＨＰからもお申込みできます。　http://www.chihiro.jp

TEL．０３－３９９５－０６１２　FAX ０３－３９９５－０６８０　E-mail   chihiro@gol.com

東京館イベント予定

INFORMATION

〒177-0042　東京都練馬区下石神井4-7-2　テレホンガイド03-3995-0820 Tel.03-3995-0612  Fax 03-3995-0680

http://www.chihiro.jp/　E-mail:chihiro@gol.com

●9月26日（土）15：30～17：30

　朝日カルチャーセンター　「いわさきちひろの水彩技法」講座

〈7月のイベント〉

●7月19日（日）14：00～15：00

　スライド・トーク「マリー・ローランサンの絵と人生」

●次回展示予定　9月9日（水）～11月15日（日）

ちひろは、生涯を通じ、子どもの幸

せと平和を願って描き続けました。

『ちひろ　いのちの画集』（講談社）

の出版を記念し、生命の輝きに満ち

たあかちゃんや子どもを描いた作品、

絵本『戦火のなかの子どもたち』の

原画などを展示します。

出版記念展

ちひろ　いのちの画集

お母さんと湯あがりのあかちゃん　１９７１年

朝日カルチャーセンターにて、「いわさきちひろの水彩技法」講座が開講

されます。実際に水彩絵の具を用いて、にじみを生かした描法や白抜き、

渇筆法など、ちひろの水彩技法を体験できます。（講師：当館学芸員）

○場　所：新宿住友ビル４Ｆ

※お問合わせは、朝日カルチャーセンターまで　TEL．０３－３３４４－１９４６

ちひろの命日８月８日に、生前のちひろを知る松本由理子（ちひろ美

術館・東京副館長）が、ちひろの人生や、平和や子どもたちへの想い

についてスライドを交えてお話します。講

演終了後、参加者の方々と歓談の場を設け

ます（希望者のみ）。みなさんそれぞれのな

かにある“ちひろが教えてくれたこと”に

ついて、語り合いませんか？

○場　所：多目的展示ホール

○参加費：無料（入館料のみ）

○申込み：要申込み　申込み受付中

マリー・ローランサン美術館学芸員の富安玲子氏をお迎えし、マリー・

ローランサンの生きた時代とその絵の魅力について、

スライドを交えながらお話しします。

講師：富安玲子（マリー・ローランサン美術館学芸員）

○場　所：多目的展示ホール

○参加費：５００円（入館料別）

○申込み：要申込み　申込み受付中
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エリック・カール（アメリカ）

『ぼくのねこみなかった？』のイメージ　１９７２年

●新刊案内

　『ちひろBOX２　世界の絵本画家たち』

ちひろ美術館が所蔵する世界の絵本原画コレク

ションのなかから、選りすぐりの２６カ国９８人の

作品を収録した、絵本原画の宝箱のような１冊

です。好評発売中の前作『ちひろBOX』とあわ

せてお楽しみください。

ちひろ美術館／編

発売日／２００９年７月１１日

定価：１８９０円（税込）／発行：講談社

ヨーロッパやアメリカ、

アジア、アフリカなど、

世界各国の絵本画家が描

き出す、約５０点のねこた

ちの絵が大集合！　ねこ

を愛する方たち必見の展

覧会です。

＜企画展＞　ちひろ美術館コレクション展

ねこねこ大集合

毎月第１・３土曜日１４：００より展示室にて、作品の解説や展示のみど

ころなどをお話しします。７月２９日（水）は松本猛（安曇野ちひろ美術

館館長）がお話しします（参加自由）。

●ギャラリートーク

毎月第２・４土曜日１１：００より展示や季節にあわせて、絵本の読み聞

かせなどをおこないます（参加自由）。＊授乳室もご利用になれます。

●えほんのじかん　

８月１０日（月）から８月２０日（木）まで無休。期間中、１８：００まで開館を

延長します。

●夏季開館延長のお知らせ

〈8月のイベント〉

●8月8日（土）15：30～16：30

　ちひろ没後35年記念　松本由理子講演会

　「ちひろが教えてくれたこと」

小学生を対象に、さまざまな造形ワークショップを開催します。

●夏！こどもワークショップ

○講師：オガサワラマサコ（造形作家）　 ○対象：小学生　

○定員２４名　○要申込み　○参加費５００円　申込み受付中

8月15日（土）14：00～17：00　「たのしいまちづくり」

○講師：森友見子（造形作家）　 ○対象：親子　○定員３０名　

○要申込み　○参加費ひとり５００円　申込み受付中

8月22日（土）13：00～17：00　「再生紙でつくるモビール」

○講師：森哲弥（彫刻家）　 ○対象：小学３年生～６年生　

○定員２５名　○要申込み　○参加費５００円　申込み受付中

8月29日（土）14：00～17：00　「アルミのキューブづくり」

母・ちひろの思い出や、ちひろのローランサンに対する思いなど、さま

ざまなエピソードを交えながら、松本猛（安曇野ちひろ美術館館長）が

展示をご紹介します。

○場　所：展示室

○申込み：不要。参加自由。

●7月29日（水）14：00～

　松本猛ギャラリートーク
マリー・ローランサン

（１８８３－１９５６）

松本由理子
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